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学位論文の主論文として、" Expression of HSP47 and angiogenic factors and its 
implication for the healing of the periosteal defect in the mouse cranium " (Oral 


















損部修復組織の血管形成因子 Vascular Endthelial Growth Factor(VEGF)と von 
Willebrand Factor（vWF）を併せ検討した。 







 HSP47 とα-SMA は、正常骨膜では細胞成分の殆どに陽性反応を示した。骨膜欠損部
では、治癒過程で線維芽細胞様細胞や未熟なコラーゲン線維に陽性反応を示した。最
終的には正常骨膜と同様の陽性像を呈した。 
 HSP47 ならびにα-SMA 標識率は切除後より上昇し、7日目にいずれもピークに達した
後、経時的に減少した。84 日目では HSP47 標識率は正常骨膜とほぼ同様の標識率を示
した。しかし、α-SMA 標識率は正常骨膜のおよそ 4倍を示した。 
 正常骨膜では、VEGF の発現は見られなかったが、vWF はコラーゲン線維の一部に陽
性反応を示した。骨膜欠損部では、切除直後からフィブリン様構造全体、肉芽組織に








士 (歯学) の学位論文に値するものと認めた。 
 
